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部活動

〒679-5165
 所在地　 兵庫県たつの市新宮町光都２丁目４番１号 兵庫県たつの市新宮町光都２丁目４番１号
 地図上の位置 東経134度27分04秒 TEL　(0791)-58-0981

北緯  34度56分07秒 FAX　(0791)-58-0983
海抜　277m e-mail　kougen-h@harimakogen.jp

部 活 動 16:00
15:30 15:55

1学年
Chance Challenge Change

機会を逃さず　挑戦すれば　何かが変わる

佐野学級（知）　　和！ 輪！ わっ！
　　　　　　（なごみ　チームワーク　挑戦）

中西学級（自・情）　Poco a Poco Ⅰ＆Ⅲ

学級・学年目標

第１校時 8:40 9:30
第２校時 9:40 10:30

2学年
天下一品

Second season

読　　書 8:20 8:30
生徒朝会 8:30 8:35

3学年 スリー アウト チェンジ

15:10

給食・休憩 12:30 13:20
予　　鈴 13:15
第５校時

生徒会テーマ　靴紐～何度でも～
14:10

第６校時

第３校時 10:40 11:30
第４校時 11:40 12:30

14:20
13:20

社会
科室

図書室
和
室

ＷＣ 用務員室
玄関

昇降口

ランチ
ルーム

3年
髙濵

２年
山本祐

１年
勝地

通級指
導教室

特支

（自・情）

中西

階段

音楽室 ＷＣ 家庭科室 視聴覚室

１
階

１
階テラス

↓↑

2階
テラス

体育館２階
（アリーナ）

1階
プール

体育館１階
（卓球場）

日課表

階段
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２
階

２
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カウンセリ
ングルーム

美術室

事務室 校長室 技術室

倉庫

保健室
放
送
室

職員室

テラス

特支

（知）

佐野

多目的
スペース

第1理科室 第2理科室

階段

職員朝会 8:10 8:20

日課・曜日 時　　　程
予　　鈴 8:10

エレベーター
階段

準
備
室

本　　鈴 8:20

清　　掃 15:10 15:25
学習タイム・学級終会

7

0
男子 女子

清    掃 14:10 14:25

部  活  動 14:55

女子

学習タイム・学級終会 14:30 14:55

4～9月 18:00
10、2、3月 17:30

文　化卓　球ソフトテニス
男子女子

1 3 0
1
0

0
23 1

3 2 1
男子

1

011～1月 17:00

計

2年
3年

完全下校

1年

５校時の場合

1

3

階段

校章題名「無限の力」

3 6

6
6
12

播磨高原広域事務組合立

播磨高原東中学校4

令和 4 年度

学 校 要 覧

コンピュータ室

校章制作者 建築家 安藤忠雄  直筆

平成10年12月19日制定 詩人 安水稔和 直筆

校歌



成長を続ける地域と学校 学 校 経 営 方 針 職員名簿 （各表はすべてR４.4.1現在）

 教育目標 人権尊重の精神のもと、 教科 学年 合計

自己肯定感を高め、未来を拓く力を育む 140 (4) (3) 385

105 (3) (4) 350 1 男 － 1

140 (4) (4) 385 2 男 － 1

 校　訓 105 (3) (4) 385 3 女 3 4

45 (1.3) (1) 115 4 女 2 4

 めざす生徒像 45 (1.3) (1) 115 5 男 1 2

個の能力を高めつつ、仲間とともに伸びる生徒 105 (3) (3) 315 6 女 1 1

互いの価値観を尊重し、のびのびと表現する生徒 70 (2) (1) 175 7 女 1 0

自立心を高め、夢や志に向かって参画する生徒 140 (4) (4) 420 8 男 3 5

35 (1) (1) 105 9 男 3 2

 めざす教師像 35 (1) (1) 105 10 男 2 2

教育に希望を持ち生徒と向き合う教師 50 (1.4) (2) 190 11 女 2 3

時代の要請に応えながら研究と研修に励む教師 1015 (29) (29) 3045 12 女 1 0

豊かな見識と広い視野を持ち他と連携する教師 13 男 2 0

主要行事予定 14 女 3 0

 経営の視点 15 女 19

「無限の力」を信じ、自己肯定感を高める 16 通級指導 女 0

魅力ある実践を通し、「学びに向かう力」を育む 17 Ａ Ｌ Ｔ 男 1

小・中一貫教育を通して、効果的な教育の推進を図る 18 Ｓ　 Ｃ 女 0

19 Ｓ Ｓ Ｗ 女 0

20 校　医 男 15

21 校　医 女 3

22 校　医 男 3

23 校　医 男 25

光都チューリップ園 24 学校薬剤師 女 7

学校の沿革
 平成 職員数

 重点推進事項
 (1)経営管理

校舎・体育館・プール起工式 ○ 企画

校舎・体育館・プール完成 ○ 環境・管理
4・  1 播磨高原東中学校設置 学校施設や質の高い学習環境の整備と充実

4・  8 開校式・第１回入学式・転入学式 ○ 健康・安全
7・17 播磨高原東中学校竣工式
9・  3 学校教育目標決定

12・19 校章制定（建築家 安藤忠雄氏制作） ○ 在籍生徒数 （　　）は、特別支援学級生徒数：内数

校章題名「無限の力」（安藤忠雄氏命名） 「主体的・対話的で深い学び」への校内研修の推進

1・28 制服制定  (2)教育課程
3・  3 創立記念日制定（基礎工事完了日：H８.６.６） ○ 教科
6・  6 創立１周年記念式典　校章・校旗披露

12・19 校歌制定 校章
（作詞者 安水稔和氏　作曲者 中村茂隆氏） ○ 情報教育 地域別生徒数

第１回卒業証書授与式
校訓制定　学校創立５周年記念誌発行 ○ 総合的な学習
校訓碑建立 研究論文「光都論文」挑戦による探求力・表現力の向上

井戸敏三 兵庫県知事 揮毫及び除幕 ○ 道徳教育
県民まちなみ緑化事業　グラウンド一部芝生化
播磨高原東中学校二十年史発行

 令和 ○ 特別活動
普通教室空調完備
人権教育実践発表会を開催

○ 人権教育
歴 代 校 長

代 ○ 課題教育
1

2 制   作   者 建築家　安藤忠雄
3 ○ 特別支援教育 制定年月日 平成９年１２月２０日
4

5 校　章　の　由　来
6

7

8

9

10

11
光都論文発表会 出前授業：「伝統音楽：箏」

3年個別懇談1.23～24

5. 27 １、２年校外学習

11.7～11 トライやるウィーク

7.12～14 1. 10～11 3年学年末テスト

12.23 2学期終業式

1.10 3学期始業式

マラソン大会中間テスト

12.  5 生徒会立会演説会

1.17防災訓練

養護教諭

2.15 公立高校推薦入試

外国語アシスタント

通級指導教室

1 1

薬　剤　師

11.21～24 期末テスト

男 女 計

校　　長

ケース会議

耳鼻咽喉科医

歯　科　医

圓田雅也 令和３年度 た つ の 市 立 新 宮 中 学 校

公立高校一般入試

大掃除、生徒総会

　播磨高原東中学校のV字型が連なる学舎のデザイン
をベースとし、放射光を生み出すSPringｰ8の形状と、
中学校の「中」の文字を重ね、最先端科学と豊かな自
然の共存の中で成長し、未来を担ってゆく子どもたち
の限りないパワーを象徴しました。

10. 3～ 4 中間テスト

1.26 参観日、学校評議員会

10・ 1・19

11・ 3・12
14・ 6・  6
15・ 3・  2

  25～ 　　　
29・ 3・31

  元・8       

寺田寛文 平成  9年度 新 宮 町 立 西 栗 栖 小 学 校

平成11年度

校長名 着任年度 前　任　校

6・12・ １

8・  2・28
9・12・20

3・28

教育課程
1　年 2　年 3　年

音　　　楽 35 (1) 35

数　　　学 105 (3) 140

本
校国　　　語 140 (4) 105

社　　　会 105 (3) 140 校長

職名 氏名
性
別

校務
学
年

担当教科

圓田雅也 総　括 －

教頭 総　務 技　　術

理　　　科 140 (4) 140 主幹教諭 教育計画 音　　楽

教諭 総合的な学習の時間 家　　庭

美　　　術 35 (1) 35 教諭 兵庫型学習システム 社　　会

教諭 国際理解教育 英　　語
特別支援教育 美　　術

外　国　語 140 (4) 140 教諭 生徒指導 体　　育

技術・家庭 70 (2) 35 教諭

保健・体育 105 (3) 105

人権教育 理　　科

特 別 活 動 35 (1) 35 教諭 キャリア教育 国　　語

道　　　徳 35 (1) 35 教諭

学校安全 数　　学
主幹マネジメント 全　　科

保健教育 －

合　　　計 1015 (29) 1015 事務職員 学校事務 －

総合的な学習 70 (2) 70 養護教諭

常勤講師

講師

大掃除、生徒総会

月　日 行　事　名

10.22 揖龍連合音楽会

環境・美化

6.15～17 期末テスト

5.18～20 修学旅行（関東）

10.28 学習発表会

12.  8

個別懇談12.14～16 眼　科　医

カウンセリング

内　科　医

5.12～13

用務員

4.  8 進級テスト

12.22

1 1

主幹教諭・教諭

1

教　　頭 1 1

4 4 8

11.18 入学説明会

7.19 大掃除、生徒総会

7. 14 学校評議員会 1.17

2

1年 5 (3) 5

2.10 県内私立高校入試

学年 男

8

1

合　　計 7

用 務 員 1

3.10

3.23

1

常勤講師

5(1)

9.  1 2学期始業式

8.21 登校日、奉仕作業 1

参観日、教育講演会

事務職員

10.15～16 西播新人大会

10.  7

2.20～23 1･2年学年末テスト

3年

3.  2

3.24 修了式

3年生を送る会

9.23～24 揖龍新人大会

2年 10

9

15

(4) 19 43 (4)

9.17 体育祭 3.  8 卒業証書授与式

14 (1)

9 19

女 計

10 (3)

計 24

1年 2年 3年 計

新宮町光都1丁目 4 4 3

3

11

光都2丁目 4 8 6 18

5

角       亀 0 0 0 0

上  莇  原 0 1 0 1

下  莇  原 1 1

7

11・  9
 区域外 0 1 0 1

上郡町光都2丁目 1 4 2

14 43計 10 19

生徒会活動及びキャリア教育（進路指導を含む）の計画的な推進
と自立・自治に向けた人間関係調整力の育成

山本   俊 令和元年度 上 郡 町 立 高 田 小 学 校

中山   敬 平成23年度 上 郡 町 立 上 郡 中 学 校

筏   康記 平成24年度 上 郡 町 立 山 野 里 小 学 校

川端   淳 平成27年度 上 郡 町 立 上 郡 中 学 校

若尾博紀 平成28年度 上 郡 町 立 上 郡 小 学 校

有正省三 上 郡 町 立 上 郡 中 学 校平成15年度

矢野   敏

揖 保 川 町 立 半 田 小 学 校

平成22年度 太 子 町 立 太 田 小 学 校

島津敦省

道徳教材の工夫や開発と、他者への豊かな想像力を育む指導過程
の研究

ICT（情報通信技術）学習を通して、情報活用能力の育成と効果的な活用

新型コロナウイルス感染症予防対策の継続と安心・安全な環境づくり

生徒・職員の生命と健康を守る衛生管理と指導の推進

自尊感情や人権意識の高揚と、共生の心と思いやりの心の育成

健康教育、体験活動、情報教育、グローバル化に対応した教育、
環境教育（SDGs）、防災教育、福祉教育、食育指導

共生社会の実現をめざし、一人一人の教育的ニーズを把握した合
理的配慮ある教育的支援の推進

研修

「知・徳・体」の調和がとれた教育課程の創造的な運用

各教科が重点をおく基礎・基本の徹底指導と、子ども達の可能性
を引き出す個性化・個別化教育の推進

中山政仁 平成19年度 上 郡 町 立 上 郡 小 学 校

4.21 防災訓練

4. 22～26 家庭訪問

4.  7 入学式

4.  6 １学期始業式

月　日 行　事　名

～未来への道を切り拓く力の育成を目指して～

英知を磨く　 一人一人が輝く　 未来へはばたく

 「時間とともに成長する森の中の都市：播磨科学公園都市」
の創生期から、都市の一端を担っている播磨高原東中学校は
創立26年目となります。
　この都市には、核となるSPring-8をはじめ、兵庫県立大
学、県立粒子線医療センター、県立西播磨総合リハビリテー
ションセンター、西播磨県民局、その他企業などの諸施設が
隣接しています。
　本校では、総合的な学習の時間に個々の生徒が主題を設定
し、研究に取り組む活動を展開し、「光都論文」を書き上げ
ます。生徒は、主体的に諸施設を訪問し、アドバイスや支援
を頂きながら論文を仕上げ発表会に臨みます。また、理科の
カリキュラムには、兵庫県立大学大学院や量子科学技術研究
開発機構・日本原子力研究開発機構から講師を招聘する出前
授業を組み込んでいます。科学的な感性をその道のプロの研
究者から与えられる環境にあることは本校の強みです。播磨
科学公園都市とともに粛々と成長を続けています。

7.20 1学期終業式

7.23～30 県総合体育大会

6.24～25 揖龍夏季大会

個別懇談

7.15

「播磨高原東中学校」と校名議決

兵庫県知事が播磨科学公園都市学校事務組合の
設置を許可

平和学習

7.9～10 西播総合体育大会
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